
概 要

○ 令和４年１１月１９日（土）、宮崎県新富町に所在する養鶏場（約１６万羽）において鳥インフルエンザの疑いが発

生し、２０日（日）０４００、検査の結果、鳥インフルエンザ陽性が確定

○ ２０日（日）０７００、陸上自衛隊第４３普通科連隊長（都城駐屯地・宮崎県都城市）は、宮崎県知事から鶏の

殺処分等の支援に係る災害派遣要請を受理

○ ２０日（日）０７００より、陸上自衛隊第４３普通科連隊を基幹とする対処部隊が殺処分等に係る支援を２４時間

態勢で実施

活 動 部 隊 ○ 陸上自衛隊 第４３普通科連隊（都城）、航空自衛隊 第５航空団（新田原基地・宮崎県児湯郡新富町）等

活 動 態 勢 ○ 約２００名態勢（２４時間態勢で、約１６万羽のうち、自衛隊は約６万羽、自治体は約１０万羽を担当）

活 動 内 容 ○ 鳥インフルエンザが発生した養鶏場における殺処分支援等

宮崎県新富町における鳥インフルエンザ発生に係る災害派遣について
令和４年１1月２０日
防 衛 省※ 数値等は全て速報値のため、

今後変更される可能性があります。

（お知らせ）

【参考】茨城県かすみがうら市における災害派遣
（令和４年１１月４日～９日）

殺処分等の支援

【参考】岡山県倉敷市における災害派遣
（令和４年１１月４日～７日）
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